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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 16 年５月 19 日の決算発表時に公表した平成 17 年３月期（平成

16 年４月１日 ～ 平成 17 年３月 31 日）の中間期及び通期の業績予想を下記のとおり修正いたしま

したのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 平成 17 年３月期中間連結業績予想数値の修正（平成 16 年４月１日 ～ 平成 16 年９月 30 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ２，０２０ １３７ ７２ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） １，８６３ ６７ ３５ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △１５７ △７０ △３７ 

増 減 率            （％） △７．８ △５１．１ △５１．４ 

（ご参考） 

前期実績（平成 15 年９月中間期） 
１，８７７ ４２ ２２ 

 

２． 平成 17 年３月期中間業績予想数値の修正（平成 16 年４月１日 ～ 平成 16 年９月 30 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ２，０００ １３２ ７１ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） １，８３６ ６０ ３２ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △１６４ △７２ △３９ 

増 減 率            （％） △８．２ △５４．５ △５４．９ 

（ご参考） 

前期実績（平成 15 年９月中間期） 
１，８４８ ３５ １９ 

 

 

 

 



３． 平成 17 年３月期連結通期業績予想数値の修正（平成 16 年４月１日 ～ 平成 17 年３月 31 日） 

（単位：百万円、％） 
 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ４，４００ ３７６ ２００ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ４，１５０ ２４０ １３５ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △２５０ △１３６ △６５ 

増 減 率            （％） △５．７ △３６．２ △３２．５ 

（ご参考） 

前期実績（平成 16 年３月期） 
４，０９３ ２３１ １２９ 

 

４． 平成 17 年３月期通期業績予想数値の修正（平成 16 年４月１日 ～ 平成 17 年３月 31 日） 

（単位：百万円、％） 
 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ４，３５０ ３６０ １９２ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ４，１００ ２２０ １２５ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △２５０ △１４０ △６７ 

増 減 率            （％） △５．７ △３８．９ △３４．９ 

（ご参考） 

前期実績（平成 16 年３月期） 
４，０３６ ２０８ １１６ 

 

５．修正の理由 

  (1) 単独業績予想 

当中間期は、期初に見込んでいた案件の延期や、規模が想定していたほど拡大しなかったこ

となどにより、売上高は前回発表予想値に対し 7.8％程度届かない見通しです。また利益面で

は、前期の主たるマイナス要因でありました大型プロジェクトにおいて、テスト工程に移って

からの障害が想定より多く発生し、予定原価を超過する状況が続いたことにより、経常利益及

び中間純利益が前回発表予想値を下回る見通しとなりましたので、業績予想を修正することと

いたしました。 

なお当期は、利益確保に向けての最大のファクターである、プロジェクト運営を強化するた

め、ISO9001 に基づき構築した、品質マネジメントシステムの本格運用年度と位置付け、期初

より取り組んでおります。加えて、前述の不採算プロジェクトにつきましても、今後は原価の

改善が見込まれることにより、下半期は当社の主力業務であるソフトウェア開発における利益

率の改善が図られるものと考えております。 

また通期の業績につきましても、価格の下落や競争の激化、開発規模の縮小などを勘案し、

通期業績予想を修正することといたしました。 

  (2) 連結業績予想 

    連結業績予想の修正は、主に単独業績予想の修正によるものであります。 

以  上 
（注）この資料に記載しております売上高および利益の予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき作成しております。 

  従いまして、予想に内在する不確定要因や今後の事業運営における状況変化等により、実際の売上高および利益は 

  当該予想とは異なる結果となることがあります。 


